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（Francis Bacon，1561－1626）による学の大革新（instauratio magna）の試みもそうしたもの  
であった。ベーコンは中世キリスト教哲学としてのスコラ学を批判し，偏見（「イドラidola」）  
を排しつつ自然に虚心に耳を傾けるべきことを説いた。そして自然に従うことで人間はそこから  
力を得ることが出来ると考えた。ここにはルソー（Jean－Jacques Rousseau，1712－1778）やペス  
タロッチ（Johann Heinrich Pestalozzi，1746－1827），またフレーベル（Friedrich Wilhelm  








ル』（Emile ouDel’education，1762）において，内的自然としての人間の本性（natura）に  
従う人間形成の思想を展開したが，ここには，それ自身で完結した自立的個としての近代人の姿  
がある。ルソーは自立した人間を誕生させた。そしてそれは今日の人間像でもある。   
本稿の目標は自然主義の思想の展開に，自らを導く力の人間自身への内在化の過程を見ること  
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悪くなる（Tout est bien，SOrtant des mains del’auteur des choses：tOut degenere entre  
les mains del，homme）」（2）というものである。この言葉のうちには自然はよきものであり，人  
間も自然的にはよきものであるというルソーの考えが示されている。「万物をっくるもの」つま  






のである。   
だが，このことは『学問・芸術論』（エe上）よぷCOZ上代ぶ昆rJeβぶCよeJにeぶe£Jeぶαr亡S，1750）にす  
でに現れている。実際彼はそこで学問・芸術が習俗の堕落をもたらすとしている。ルソーは音楽  
家，文学者，思想家といくつかの顔を持つが，第一論文とも呼ばれる r学問・芸術論』は思想家  
としてのルソーの処女作に当たる。それは元来，1749年に『メルキュール・ド・フランス  
（Mercure de France）』誌に掲載されたディジョンのアカデミー（1’Academie de Dijon）の懸  
賞論文の課題，つまり「学問と芸術の復興は習俗を純化することに寄与したか（Sileretablisse－  
ment des sciences et des arts a contribue a epurerles m（貯urS）」に応募し受賞したもので  
ある。ルソーは，「この課題を読んだ瞬間に，私は別の世界を見，別の人間になった（Al’instant  
de cettelectureje visunautre univers，et je devins un autre homme）（3）」と言う。つま  
りルソーはこの瞬間に人間の自然的善性を見出したのである（4）。そしてその思想ないし霊感は  
『人間不平等起源論』（βi5CO乙‘柑ぶ弘rJ’orなよ花e e£JesJo71demeJ舶de g’よ几∂gαg加pαmよJeぷ  
んommeぶ，1755）へ，そしてさらに『エミール』へと引き継がれ展開されることになる。ルソー  
















ばっています。それは，あの最初の論文と r不平等論」と r教育論」で，これら三つの著作は分  
けられないもので，まとまった一つの全体を形づくっているのです。（5）」  
第二論文と呼ばれる r人間不平等起源論』も，もともとは懸賞論文の為に書かれたものであっ  
た。それは1753年にディジョンのアカデミーが出した懸賞論文の課題，「人々の問における不平  
等の起源はなにか，それは自然法によって是認されるか（Quelle estl’origine del’in6galit6  
parmiles hommeset sielle est autoriseeparlaloinaturelle？）」に向けて善かれたもの  





「自己愛（amour de soi）」という自然的感情を持っが，社会状態においては人間は「利己心  
（amour propre）」を持っ。人間に文化・社会の垢が付くことで風俗の退廃がもたらされるとし  
たのが『学問・芸術論』であり，人間に文化・社会の垢が付くことで不平等がもたらされるとし  






る。   
『エミール』でルソーは教育には三種類あるという（6）。それは「自然の教育（1’ed11Cation de  
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ならない。   
ここにルソーは間違いなく自然主義の系譜に連なることになる。しかしそれはベーコン的あり  
ようにおいてではない。ベーコンは外的自然の「下僕」たることをその哲学の原理とした（7）から  








人の姿が垣間見える。   
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よって「おのおのの物は自己の及ぶかぎり自己の有に固執するように努める（Unaquaeque res，  
quantumin se est，in suo esse perseverare conatur）」（Eth．Ⅲ，Prop．6）ことになる。「コ  
ナトゥス」とはスピノザにおいてそうした自己実現へ向かう力，あるいは自己固有の本質性を示  

















23，Demonst．）（16）と。   
人間の欲望がいかなるものとなるかは認識のありようにかかっている。非妥当な認識を有する  
ことによって人間は非本性的となり，妥当な認識を有することによって人間は本性的となるから  
である。   
したがってスピノザにおいて人間の完成は最高の認識を得ることに求められる。『知性改善論』  
（乃w£α亡比S deよ花£eggec抽S eme柁血わow）（1T）においてその最高の認識は「精神と全自然との合一  
性の認識（cognitio unionis quam mens cum tota Natura habet）」（TIE13）とされる。そし  




の「直観知」（あるいは「精神と全自然との合【一性の認識」）におい て人間の欲望（コナトゥス）  
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は自己の本質性を示すものとなり，また「全自然の秩序と一致する」ことになる。なぜなら「我々  
は妥当に認識する限りにおいて，必然的なもの以外の何ものも欲求しえず，また一般に，真なる  




ということになる。   
人間（個物）は「神」（「神」の属性）の変状（様態）に外ならない。「人間は神の中に在りか  
つ神なしには在ることも考えられることもできないあるものである。言いかえれば神の本性をあ  
る一定の仕方で表現する変状あるいは様態である（Est ergo aliquid，quOdin Deo est，et  
quod sine Deo nec esse，neC COnCIPIPOteSt，Sive affectio，Sive modus，quiDeinaturam  
certo，et determinato modo exprimit）」（Eth．Ⅱ，Prop．10，Corol．，Demonst．）。また，「個物  
は神の属性の変状，あるいは神の属性を一定の仕方で表現する様態，にはかならない（Res  
partic111aresnihilsunt，nisiDeiattributorumaffectiones，Sivemodi，quibusDeiattributa  
certo，et determinato modo exprimuntur）」（Eth．Ⅰ，Prop．25，Corol．）。よって「おのおの  
の物が自己の有に固執しようと努める努力はその物の現実的本質にはかならない（Conatus，  






（Potentia，qua reS Singulares，et COnSequenter homo suum esse conservat，eStipsa Dei，  
sive Naturae potentia，nOn quatenuSinfinita est，Sed quatenus per humanam actualem  






























真の近代とし，ルソー以前を近世（early modern）とする時代区分も成り立っのではなかろう  
か。ともかく，ルソーは自然主義思想において力の内在化を成し遂げた人物である。   
ところで，ベーコンとルソーの問にスピノザを介在させると，この自然主義における力の内在  








「自然」は人間と重なり合い，「神」ないし「自然」の力は人間の力と重なり合うのである。   
したがってスピノザの思想は自然主義思想の展開においてベーコンとルソーの中間に位置する。  
それはベーコンからルソーへと自然が人間のうちに取り込まれる過渡である。スピノザの思想の  
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自然であり人間はその外的自然に従わなければならなかったが，ルソーにおいてその規範性は人  







［註］   
（1）ルソーは『エミール』を，『告白』（エes C叩存ssわ花S）において，「私の最終かっ最良の作品  
（mondernieretmeilleur ouvrage）」，また「私の最も価値のある最良の書物（monplusdigne  
etmeilleurlivre）」と言い，『対話，ルソー，ジャン＝ジャックを裁く』（Dialogues：Rousseau  
jugedeJean－Jacques）において，「自己の最も偉大で最良の作品（son plus grand et  
meilleur ouvrage）」と言っている。Jean－Jacques Rousseau，Ofuures CoJγ岬lさtes，  
Biblioth色que dela Plaiade，Gallimard，t．Ⅰ，p，566，P，568，P．687，   
（2）ルソー（今野一雄訳）『エミール（上）』岩波書店（岩波文庫），1962年，23頁（α比UreSCom〆如s，  
t．Ⅳ，p．245）。   
（3）Jean－Jacques Rousseau，αuures Complをtes，t．Ⅰ，p．351．   
（4）沼田氏は，ルソーの自然的善性の発見にヴアラン夫人との出会いが大きな役割を果たしていること  
を指摘している。沼田裕之『ルソーの人間観』風間書房，1980年，86－87頁。   
（5）ルソー（今野一雄訳）『エミール（下）』（付録：「マルゼルプへの手紙」）岩波書店（岩波文庫），  
1964年，300－301頁（α比ひreS Com〆如s，t．Ⅰ，pp．1135－1136）。   
（6）『エミール（上）』，24頁以下（α比〃reS Com〆如es，p．247汀．）   
（7）ベーコンはこの原理は諸学に，つまり「自然哲学」，「論理学」，「倫理学」，「政治学」に適用される  
と言う。Bacon，NouuTn OJ官anum，Aphorismus〔第一巻〕127（ベーコン著・桂寿一訳『ノ  
ヴム・オルガヌム』岩波文庫，1978年，191頁）。   
（8）ベーコン（桂寿一訳）『ノヴム・オルガヌム』岩波書店（岩波文庫），1978年，69頁（Ⅳ0び捉m  
Organum，Aphorismus〔第一巻〕1）。   
（9）詳しくは『幾何学的秩序で論証されたエテイカ』（且£んよcαOr（ZよれegeOme打ico demos£rαぬ）。  
1667年12月に死後出版された。なお本稿ではスピノザのテクストの原典は鼻血ozαqperα，im  




Appendix＝付録，Caput＝項である。   
（10）〈Per Virtutem，et pOtentiamidemintelligo，hoc est virtus，quatenuS ad hominem  
refertur，eStipsahominis essentia，Seu natura，quatenuS POteStatem habet，quaedam  
efficiendi，quaePer SOlasipsius naturaeleges possuntintelligi．》（Eth．IV，Def．8）   
（11）《Ex virtute absolute agere，nihilaliud est，quam eXlegibus propriae naturae  
agere．》（Eth．IV，Prop．24，Demonst．）   
（12）スピノザは『ェテイカ』において次のように言っている。「様態とは，実体の変状，すなわち他の  
もののうちに在りかつ他のものによって考えられるもの、と解する。（Per modumintelligo  
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Substantiae affectiones，Siveid，quOdin alio est，Per quOd etiam concipitur．）」（Eth．   
Ⅰ，Def．5）  
（13）（Mens tam quatenus claras，et distinctas，quam quatenuS COnfusas habetideas，  
COnaturin suo esse perseverareindefinita quadam duratione，et hujus suiconatus  
est conscia．〉（Eth．Ⅱ，Prop．9）  
（14）（Cupiditas estipsa uniuscujusque essentia，Seu natura，quatenuSeXdata quacunque  
ejus constitutione determinata concipitur ad aliquid agendum〉（Eth．Ⅲ，Prop．56，  
Demonst．）  
（15）ブラット［］内は畠中氏による補足である。  
（16）くQuatenus homo ad agendum determinatur ex eo，quOdinadaequatas habetideas，  
eatenus patitur，hoc est，aliquid aglt，quOd per solam ejus essentiam non potest  
percipi，hoc est，quOd exlpSluS Virtute non sequitur．At quatenus ad aliquid  
agendum determinatur ex eo，quOdinte11igit，eatenuS agit，hoc est，aliquid aglt，  
quod per solamipsius essentiam percipitur，Sive quod exlpSius virtute adaequate  
sequitur．〉（Eth．Ⅳ，Prop．23，Demonst．）  
（川 詳しくは『知性の改善に関する，並びに知性が事物の真の認識に導かれるための最善の道に関する  
論文』（rrαC£α£㍑Sde∠几とeJJec£比S emeれdαf£oJ略e£de uよα，q比αqp£よmeよ花Uerαm  
rerz↓mCO卯訪0花em dirな∠£昆r）。未完の論文であり，『ェテイカ』などと共に『遺稿集』  
（qperαPos£ん㍑mα）として1677年12月に死後出版された。引用に際しTIEと略し，続けてブルー  
ダー版の数字により引用箇所を示す。  
（18）「第三種の認識（cognitio tertiigeneris）」とも呼ばれる。なお，「第一種の認識（cognitio   
primigeneris）」とは「意見（opinio）」ないし「想像知（imaginatio）」のことであり，「第二  
種の認識（cognitio secundigeneris）」とは「理性知（ratio）」のことである。  
（19）ベーコンによれば，人間には四つの偏見（「イドラ」）があるという。それは「種族のイドラ」，「洞   
















Jean－Jacques Rousseau，Ofuures Compl昌Ies，Biblioth的ue dela Pleiade，Gallimard．  
Robert Wokler，Rousseau，0Ⅹford University Press，1955（山本周次訳『ルソー』晃洋書房，  
2000年）  
ベーコン（桂寿一訳）『ノグム・オルガヌム』岩波書店（岩波文庫），1978年  
『世界の名著25 ベーコン』（責任編集 福原麟太郎）中央公論社（中公バックス），1996年  
－315－   
京都大学大学院教育学研究科紀要 第48号  
The Works of Fraucis Bacon，Bd．1［Faksimile－neudruck der Ausgabe von Spedding，   
Ellis and Heath，London，1858］，Stuttgart：Frommann，1963  
スピノザ（畠中尚志訳）『ェチカ』上・下，岩波書店（岩波文庫），1951年  
スピノザ（畠中尚志訳）『知性改善論』岩波書店（岩波文庫），1931年  
＆inoza Qpera，im Auftrage der Heidelberger Akademie der Wissenschaften，   
herausgegeben von CarlGebhardt，Heidelberg：CarlWinter，1925  
J．Freudenthal，Spinoza．Leben undLehre，Heidelberg：CarlWinter，1927（］．フロイデンター  
ル著・工藤喜作訳『スピノザの生涯』暫書房，1982年）．  
（日本学術振興会特別研究員；博士後期課程2回生 教育学講座）  
－316－   
